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糖
尿
病
患
者
数
は
、生
活
習
慣
と

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
全
国
的

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康

診
査（
※
１
）で
は
、血
糖
検
査
の
結

果
、糖
尿
病
予
備
群（
Ｈ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー
ワ
ン
シ
ー

ｂ
Ａ
１
ｃ

（
※
２
）の
値
が
５
・
６
％
以
上
６
・

５
％
未
満
）に
該
当
す
る
人
が
63
・

７
％
、糖
尿
病
が
疑
わ
れ
る
人（
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
６
・
５
％
以
上
）が
14
・
０
％

と
な
っ
て
い
ま
す（
令
和
４
年
度
法

定
報
告
値
）。後
者
の
割
合
は
、県
内

35
市
町
村
中
９
番
目
に
多
い
状
況
で

す
。

　

生
活
習
慣
病
の
中
で
も
代
表
格
と

い
わ
れ
る
糖
尿
病
。で
も
、そ
の
実
態

は
、知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
。基
礎
知
識
を
正

し
く
知
っ
て
、予
防
対
策
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か

糖
尿
病
の
は
な
し
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糖
尿
病
と
は
、血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖

（
血
糖
）が
多
く
な
る
病
気
で
す
。ブ
ド

ウ
糖
は
、生
き
て
い
く
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
大
切
な
も
の
で
す
が
、多

す
ぎ
る
と
血
管
が
傷
つ
き
や
す
く
な

り
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
割
合
を
血
糖

値
と
い
い
、血
糖
値
が
必
要
以
上
に
高

く
な
っ
た
状
態
が
慢
性
的
に
続
く
の
が

糖
尿
病
で
す
。血
糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

1型糖尿病 2型糖尿病
発症
年齢

若年に多い
（ただし何歳でも発症する）

中高年に多い

症状 喉の渇きや頻尿などの症
状が急激に現れる

症状が現れないこともあ
り、気がつかないうちに進
行する

体型 やせ型の人が多い 肥満の人が多いが、
やせ型の人もいる

原因
主に免疫の異常が原因で、
すい臓でインスリンをつ
くる細胞が壊れてしまう

生活習慣や遺伝的な影響
により、インスリンが少な
い、または効きにくい

治療 インスリンの注射
食事療法・運動療法、飲み
薬、場合によってはインス
リンなどの注射

　

糖
尿
病
は
、大
き
く
分
け
て
、す
い
臓

で
イ
ン
ス
リ
ン
が
つ
く
ら
れ
な
い「
１

型
糖
尿
病
」と
、生
活
習
慣
や
遺
伝
が
原

因
と
な
る「
２
型
糖
尿
病
」の
２
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。一
般
的
な
も
の
は

２
型
で
、糖
尿
病
患
者
の
90
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
ま
す
。こ
の
他
、別
の
病
気
や

遺
伝
子
の
異
常
、薬
剤
や
感
染
症
な
ど

に
よ
り
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、全

身
の
血
管
に
障
害
が
起
き
、さ
ま
ざ
ま

な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
危
険
が
あ
る

の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。主
な
も
の
は

「
三
大
合
併
症
」と
い
わ
れ
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
糖
尿
病
は
、

検
査
を
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
場
合
が

多
い
病
気
で
す
。進
行
す
る
前
に
検
査

を
す
る
と
と
も
に
、予
防
の
た
め
に
日

頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

が
不
足
し
た
り
、働
き
が
悪
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
で
血
糖
値
が
上
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
多
く
の
場
合
、生

活
習
慣
や
遺
伝
な
ど
が
影
響
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

知っていますか 糖尿病のはなし
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糖
尿
病
の
合
併
症
の
一
つ
で
あ
る

「
糖
尿
病
性
腎
症
」は
、重
症
化
す
る
と

生
涯
に
わ
た
っ
て
人
工
透
析
が
必
要
と

な
る
病
気
で
す
。

重
症
化
を

防
ぐ
た
め
に

　

人
工
透
析
は
、機
能
が
著
し
く
低
下

し
た
腎
臓
に
代
わ
り
、機
械
で
体
内
の

老
廃
物
を
取
り
除
く
治
療
法
で
す
。一

般
的
な
血
液
透
析
の
場
合
、１
回
に
つ

き
４
〜
５
時
間
、週
３
日
程
度
の
透
析

を
一
生
受
け
続
け
る
必
要
が
あ
り
、身

体
的
に
も
時
間
的
に
も
大
き
な
負
担
が

か
か
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
性
腎
症
の
発
症
や
重
症
化
を

防
ぐ
た
め
に
は
、年
に
１
回
の
健
診
を

欠
か
さ
ず
受
け
、血
糖
、血
圧
、腎
機
能

の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。も
し
、糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
ら
、

決
し
て
治
療
を
中
断
せ
ず
、定
期
的
な

検
査
と
腎
臓
を
守
る
た
め
の
生
活
改
善

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

登
米
市
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
分

析
の
結
果
、一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、糖
尿
病
お
よ
び
慢

性
腎
臓
病（
透
析
含
む
）に
係
る
医
療
費

は
非
常
に
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
症
化
予
防
事
業
で
は
、市
の
特
定

健
康
診
査
を
受
診
し
、糖
尿
病
が
あ
る
、

ま
た
は
可
能
性
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た

人
に
対
し
て
、医
療
機
関
で
の
受
診
勧

奨
お
よ
び
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

➊
対
象
者
に
受
診
勧
奨
の
文
書
を
送
付

し
ま
す

➋
受
診
が
確
認
で
き
な
い
人
の
う
ち
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
に
は
、保
健

師
な
ど
が
電
話
や
訪
問
な
ど
を
し
て
受

診
を
勧
め
ま
す

　

病
状
の
進
行
を
防
ぎ
、将
来
に
わ

た
っ
て
健
康
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、健
診
を
受
け

た
後
の
行
動
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
重
症
化
予
防
事
業
の
他
、特

定
保
健
指
導
、個
別
健
康
相
談
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、お
住
ま
い
の

総
合
支
所
市
民
課
健
康
づ
く
り
係
の
保

健
師
・
栄
養
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健診結果を生活習慣の振り返り
に生かし、自分の健康を守りま
しょう

－
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は
じ
め
、病
気
へ
の
理
解
が
乏
し
く
自

己
管
理
が
で
き
て
い
な
い
人
へ
の
治
療

調
整
や
、病
気
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
教
育
入
院
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
治
療
の
発
展
に
よ
り
、長
年

イ
ン
ス
リ
ン
治
療
を
し
て
き
た
人
も
、

内
服
薬
へ
移
行
し
た
り
、注
射
回
数
を

減
ら
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。ま
た
、肥
満
の
是
正
や
腎
臓
と

心
臓
な
ど
を
守
る
よ
う
な
薬
剤
を
中
心

と
し
た
治
療
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
の

取
り
組
み

　

登
米
市
民
病
院
で
は
、こ
れ
ま
で
常

勤
専
門
医
の
不
在
に
よ
り
、入
院
で
の

治
療
が
必
要
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不

良
の
糖
尿
病
患
者
や
著
明
な
高
血
糖
の

症
例
は
、他
の
医
療
機
関
に
紹
介
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、２
０
２
３
年
か
ら
糖

尿
病
専
門
の
常
勤
医
を
配
置
。糖
尿
病

の
診
療
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

三
大
合
併
症
の
一
つ
で
あ
る
糖
尿
病
性

腎
症
も
、週
１
回
、腎
臓
内
科
専
門
医
の

診
察
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

常
勤
専
門
医
に
よ
る
診
療
を
開
始
し

て
か
ら
、糖
尿
病
の
初
回
指
導
や
、他
院

で
調
整
が
困
難
な
患
者
の
外
来
治
療
を

☎

　

市
民
病
院
で
は
、糖
尿
病
治
療
の
一

環
と
し
て
、「
糖
尿
病
教
室
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、管

理
栄
養
士
、運
動
療
法
士
か
ら
、日
常
生

活
を
通
し
て
糖
尿
病
改
善
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
、十
分
な
治
療
を
怠
る
と

恐
ろ
し
い
合
併
症
が
現
れ
る
病
気
で

す
。定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
や
、

治
療
中
の
場
合
は
中
断
せ
ず
に
継
続
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

糖
尿
病
に
つ
い
て
少
し
で
も
不
安
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。市
民
病
院
は
、患
者
さ
ん
自
身
の

積
極
的
な
治
療
と
自
己
管
理
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
ま
す
。

知っていますか 糖尿病のはなし
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糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、さ

ま
ざ
ま
な
食
材
を
組
み
合
わ
せ
た
、バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
適
量
取
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◉
　

主
食（
ご
は
ん
、パ
ン
な
ど
）、主
菜

（
肉
、魚
な
ど
）、副
菜（
野
菜
、キ
ノ
コ
な

ど
）を
毎
食
そ
ろ
え
る
こ
と
で
、血
糖
値

の
上
昇
が
緩
や
か
に
な
り
ま
す
。

　喫煙はインスリンの働き
を妨げ、血糖値を上げます。

　アルコールには糖質カットのものもあります
が、アルコール自体が高カロリーです。過度な飲
酒は、糖尿病の発症リスクが上がります。

　歯周病と糖尿病の
進行は、互いに深く
関連しています。

　運動には「血液中のブドウ糖を消費して血糖
値を下げる」「肥満を解消し、筋肉などでのイン
スリンの働きを高める」といった効果がありま
す。自分に合った運動を、暮らしの中に取り入れ
ましょう。
　運動で最も取り組みやすいのはウォーキング
です。また、ブドウ糖の消費先である筋肉のト
レーニングも効果があります。運動は苦手とい
う人は、日常生活で小まめに体を動かすことが
効果的です。今より10分多く体を動かすことを
目標に、少しずつ活動量を増やしましょう。

◉
　

１
日
３
回
、規
則
正
し
く
食
べ
る
こ

と
で
、血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
や
低
下

が
起
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

◉
　

早
食
い
や
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
た
め
に

も
、よ
く
か
ん
で
、ゆ
っ
く
り
食
べ
ま

し
ょ
う
。

予
防

－－

－

－
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連
携

　医師会は、各医療機関での個別健診
や予防啓発のほか、学術講演会などの
研修を通して糖尿病に関する医療技術
のスキルアップや組織力向上につなげ
ています。糖尿病は、発症予防、早期発
見・治療、合併症の予防が重要であり、
糖尿病対策を一層推進していきます。

　糖尿病があると歯周病の進行が著し
く促進されるため、定期的な歯科受診
によって、歯周病の重症度をチェック
することが大切です。歯科医師会では、
糖尿病・歯周病・血管病変に関する情報
交換など、各種医療機関と連携しなが
ら、予防・治療に努めています。

　薬剤師は、薬を渡すだけでな
く、医療と連携することで患者
さんの治療に寄与しています。
糖尿病を理解し、主治医の治療
方針と向き合い、正しい薬の知識
を持つ事が重要です。薬について
は薬剤師に相談しましょう。

　糖尿病友の会「登米糖の会」
は、糖尿病患者とその家族、医
師、看護師、栄養士などで構成し
ています。研修会や情報交換会
などを通して、糖尿病のことを
学び、よりよい治療や医療につ
なげる活動をしています。

知っていますか 糖尿病のはなし

　

全
国
各
地
で
、糖
尿
病
の
予
防
や
治
療
、療
養
を
喚
起
す
る
た
め
に
、

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、糖
尿
病
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
を
深
め
、予
防
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
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保
育
施
設
の
申
し
込
み
は「
新

規
で
利
用
す
る
人
」、「
継
続
利
用

す
る
人
」の
ど
ち
ら
も
事
務
手
続

き
が
必
要
で
す
。

◉

次
の
事
由
に
よ
り
、

保
護
者
な
ど
が
、こ
ど
も
の
保
育

を
必
要
と
す
る
場
合
に
入
所
で
き

ま
す

➊
就
労（
月
48
時
間
超
）
➋
妊
娠
・

出
産
➌
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い

➍
同
居
親
族
な
ど
の
介
護
・
看
護

➎
災
害
復
旧
➏
求
職
活
動
➐
就

学
・
職
業
訓
練
➑
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の

恐
れ
が
あ
る
こ
と
➒
育
児
休
業
時

の
継
続
利
用

次
の
書
類
を
各
総
合

支
所
市
民
課（
市
民
係
）に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

➊
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書

兼
施
設
利
用
申
込
書
➋
家
族
状
況

票
➌
こ
ど
も
の
健
康
・
発
育
状
況

➍
就
労
証
明
書
な
ど
必
要
書
類

（
４
月
入
所
希
望
）10

月
15
日（
火
）〜
31
日（
木
）／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

※
申
込
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、二

次
利
用
調
整
の
対
象
と
な
り
ま
す

10
月
１
日（
火
）か

ら
各
総
合
支
所
市
民
課
で
配
布
し

ま
す
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

※
現
在
、保
育
施
設（
市
外
施
設
、

認
可
外
を
除
く
）に
入
所
中
の
人

に
は
、施
設
か
ら
配
布
し
ま
す

保
育
の
必
要
性
や
世

帯
の
状
況
を
指
数
化
し
、順
位
の

高
い
人
か
ら
利
用
調
整
し
ま
す
。

結
果
は
令
和
７
年
２
月
上
旬
に
通

知
予
定
で
す４

月
入
所
希
望
は
令
和

６
年
12
月
31
日
ま
で
の
出
産
予
定

者
を
対
象
に
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。利
用
希
望
日
が
５
月
以

降
の
場
合
は
、希
望
月
の
３
カ
月

前
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま
す

◉

３
〜
５
歳
児

10
月
１
日（
火
）か
ら

各
施
設
で
配
布
す
る
申
込
書
な
ど

に
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付
し

て
入
園
希
望
施
設
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。申
込
書
は
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
で
す

10
月
15
日（
火
）〜
31

日（
木
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
各
施
設
で
受
付
時
間
が
異
な
り

ま
す
。

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
ど
も
保
育
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

※
保
育
内
容
の
確
認
、施
設
見
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、直
接
施
設

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◉

４
〜
５
歳
児

10
月
１
日（
火
）か
ら

各
幼
稚
園
で
配
布
す
る
申
込
書
な

ど
に
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
付

し
て
入
園
希
望
施
設
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。配
布
時
間
は
午
後
１

時
30
分
か
ら
５
時
ま
で
。申
込
書

は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す

10
月
15
日（
火
）〜
31

日（
木
）／
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
幼
稚
園
に
よ
っ
て
は
入
園
条
件

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
、各
幼
稚
園
に
直
接

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。連
絡
先

市
内
小
学
校
に
在
籍

し
、保
護
者
な
ど
が
仕
事
、病
気
そ

の
他
の
理
由
で
、昼
間
家
庭
に
い

な
い
児
童

➊
平
日
＝
放
課
後
〜

午
後
６
時
30
分
➋
長
期
休
業
日
、

土
曜
、振
替
休
業
日
＝
午
前
７
時

30
分
〜
午
後
６
時
30
分

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年

始

申
込
書
な
ど
の
必
要

書
類
を
記
入
の
上
、各
児
童
館
ま

た
は
南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

10
月
15
日（
火
）〜
31

日（
木
）／
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

10
月
１
日（
火
）

か
ら
各
児
童
館
・
南
方
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
配
布
。市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す

利
用
区
分
な
ど
に
応
じ

た
利
用
料
金
が
か
か
り
ま
す

保
護
者
会
へ
の
入
会
と

保
護
者
会
費
の
負
担
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、各
児
童
館
な
ど
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会
教
育

部
学
校
教
育
課（
教
育
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９
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10月11日（金）（当日消印有効）
10月20日（日）
市民病院地域医療連携センター（多目的

ホール）

▶ダウンロード＝医療局ホームページ内「職員募集」
からダウンロードできます
▶郵送での請求＝封筒の表に「（職種名）採用試験申
込書請求」と朱書きし、宛先を記入した返信用定型内
封筒（長形３号に110円切手を貼付したもの）を同封
してください

医療局
経営管理部経営管理課（人事係）
〒987－0511 迫町佐沼字下田中25
☎ 0220（21）6888

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
事
業
者
が
市

の
公
共
施
設
な
ど
に
事
業
者
名
や

商
品
名
な
ど
を
冠
し
た
愛
称
を
命

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
で
、

市
民
へ
の
広
告
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
で
す
。

　

現
在
、「
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
ト
ヨ

テ
ツ
の
丘
公
園
」（
長
沼
フ
ー
ト
ピ

ア
公
園
）な
ど
の
施
設
に
お
い
て

愛
称
が
命
名
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。事
業
者
の
皆
さ
ん
の
広
告

塔
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◉

高
森
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
、迫
梅
ノ
木
公
園（
梅
ノ
木
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
）、豊
里
花
の
公

園
、登
米
森
林
公
園
、迫
体
育
館
、

登
米
市
民
プ
ー
ル
、東
和
総
合
運

動
公
園
、平
筒
沼
ふ
れ
あ
い
公
園
・

平
筒
沼
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
棟

（
平
筒
沼youyou

館
）、長
沼
ボ
ー

ト
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、光
ヶ
丘
球

場

10
月
18
日（
金
）

※
提
案
募
集
型
は
随
時
募
集
し
て

い
ま
す

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。郵
送
の
場
合
は
、封

筒
に「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
実
施

申
込
」と
記
載
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

消
防
団
の
知
識
と
技
術
の
向
上

を
目
的
に
、「
登
米
市
消
防
団
演

習
」を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、市
内
９
つ
の
支
団
約

５
０
０
人
の
団
員
が
参
加
し
、分

列
行
進
、機
械
器
具
点
検
、中
継
送

水
訓
練
な
ど
、規
律
あ
る
消
防
団

員
の
活
動
訓
練
を
披
露
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
27
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
ト
ヨ
テ

ツ
の
丘
公
園（
長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア

公
園
）、ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト
ラ

ン
ド（
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
）

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１
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４
月
18
日
に
、小
学
６
年
生
と

中
学
３
年
生
を
対
象
に
、全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

▼
小
学
校
＝
国
語
・
算
数
▼
中
学

校
＝
国
語
・
数
学
▼
児
童
生
徒
質

問
紙
調
査（
学
習
意
欲
、学
習
方
法

や
そ
の
環
境
、生
活
面
な
ど
）

　

教
科
と
児
童
生
徒
質
問
紙
調
査

の
結
果
は
表
の
通
り
で
す
。

市
で
策
定
し
た
授
業
づ
く
り
の

指
針「
登
米
市
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」の
活
用
を
全
て
の
学
校
で
さ

ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、令
和
６

年
度
の
重
点
的
取
組
で
あ
る「
基

礎
的
な
学
力
の
定
着
と
活
用
す
る

力
の
伸
長
に
お
け
る「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る

『
よ
り
分
か
る
授
業
づ
く
り
』」に

お
い
て
の
施
策
展
開
を
推
進
し
ま

す
。今
後
も
、登
米
市
の
全
教
職
員

が「
個
別
最
適
な
学
び
」や「
協
働

的
な
学
び
」の
一
体
的
な
充
実
を

図
る
こ
と
で
、児
童
生
徒
が「
で
き

た
」「
分
か
っ
た
」「
楽
し
い
」と
実

感
で
き
る
よ
う
な
授
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、各
小
・
中
学

校
で
は
、今
回
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、各
教
科
の
課
題
把
握
や
分

析
を
進
め
、具
体
的
な
指
導
場
面

を「
授
業
」「
家
庭
学
習
」「
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」な
ど
の
改
善

を
進
め
、指
導
力
の
向
上
や
学
力

の
定
着
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、目

的
を
明
確
に
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

を
実
践
す
る
と
と
も
に
、児
童
生

徒
同
士
の
学
び
合
い
や
探
究
的
な

学
び
を
進
め
、「
自
立
し
た
学
習
者

の
育
成
」と「
よ
り
分
か
る
授
業
づ

く
り
」に
努
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育

部
活
き
生
き
学
校
支
援
室（
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
６

　市では、令和７年度から12年度までを計画期間とする
「第三次登米市地球温暖化対策地域推進計画」を策定する
ため、計画案への意見を募集します。

９月27日（金）～10月28日（月）
第三次登米市地球温暖化対策地域推進計

画（案）
市民生活部環境課（南方庁舎２階）、各総合支

所、各公民館、ふれあいセンター、市公式ホームページ
「温暖化対策地域推進計画（案）に対する意見」

と明記し、郵送、ファクシミリ、電子メールまたは持参の
いずれかの方法で提出してください。（様式は自由）▶住
所、氏名（団体などの場合は所在地、名称、代表者名）、電話
番号を必ず記入してください
※電話では受け付けできません

「個人情報の保護に関する法律」に基づ

き適切に取り扱います。また、個別の回答はしませんが、
意見の概要と意見に対する考え方を取りまとめた上、後
日、市公式ホームページで公表します

市民生活部環境課（環境政策係）
〒 987－0446 南方町新高石浦 130
☎ 0220（58）5553
0220（58）3345

死 kankyo@city.tome.miyagi.jp
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☎

☎

☎

◉
　

市
で
は
、季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。対
象
者
に
は
、

個
別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、接
種

に
つ
い
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◉
　

過
去
に
風
し
ん
の
公
的
な
予
防

接
種
が
行
わ
れ
て
い
な
い
世
代
を

対
象
に
、抗
体
検
査
を
無
料
で
受

け
ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
を
送
付
し
て

い
ま
す
。風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
も
、ほ

か
の
感
染
症（
水
ぼ
う
そ
う
、は
し

か
）と
混
同
し
て
、実
際
に
は
抗
体

を
持
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま
ず
は
抗
体
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

検
査
の
結
果
、抗
体
が
な
い
と

判
定
を
受
け
た
人
は
、同
一
の

ク
ー
ポ
ン
を
使
用
し
て
無
料
で
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
限
は
令

和
７
年
３
月
末
で
す
。抗
体
検
査

の
結
果
が
出
る
ま
で
時
間
を
要
す

る
た
め
、希
望
す
る
人
は
早
め
に

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
37
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
男
性

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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ワークショップでは、説明を聞いて感じたことや、ほかの人に伝
えたいことなどについて話し合い、班ごとに発表しました。

　「震災を未来へ伝える防災研修会2024」は８月２日、
気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館で開かれ、登米市内
から中学生19人が参加しました。
　研修会は、震災から年月が経過し、災害意識の風化が
危惧されることから、震災について学び、命の大切さを
伝えられる人材を育てることを目的に、２年前から開
催。生徒らは、語り部活動をしている気仙沼市立階上中
３年の生徒から説明を聞き、ワークショップを通して
防災について学びました。佐々木結

ゆ

依
い

さん＝石越中２
年＝は「今日学んだことを忘れずに、助けを求めている
人がいたら助けたいです」と力強く話していました。

生徒たちは、地球温暖化の未来への影響など、３つのテーマに沿
ってさまざまな意見を出し合いました。

　「ゼロカーボンシティとめジュニアミーティング」は
８月10日、中田農村環境改善センターで開催され、市内
の中学生30人が参加しました。
　ジュニアミーティングは、2050年カーボンニュート
ラル実現に向けて、次世代を担うこどもたちの関心と
理解を深めることを目的に開催。宮城教育大学教授の
棟方有

あり

宗
む ね

氏による記念講話の後、５つのグループに分
かれた中学生らが、地球温暖化防止のために今できる
ことなどについて話し合い、発表しました。鹿野晴

はる

人
と

さ
ん＝南方中２年＝は「環境問題について詳しく知り、考
える機会になった」と話していました。

約千人分用意された牛肉の無料試食には長蛇の列ができ、あっ
という間に終了するほど好評でした。

　「みやぎとめ牛まつり2024」（同実行委員会主催）は８
月11日、市役所南方庁舎前で開かれ、多くの人でにぎわ
いました。
　牛まつりは、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、開催するのは５年ぶり。大嶽山観音太鼓の迫力ある
演奏や、南方町文化協会の会員によるステージイベン
トなどのほか、市内産和牛の丸焼きが実施されました。
牛肉を試食した杉原弘

こう　いち

一さん＝岐阜県岐阜市＝は「祖
母の家に帰省していたので来てみました。牛肉がとて
もやわらかく、ジューシーでおいしかったです」と舌鼓
を打ちました。



今月のホットライン
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参加チーム全員で共演する「総踊り」では、躍動感あふれる演舞
に会場全体が一体となって盛り上がりました。

　「YOSAKOI＆ねぷたinとよさと」（同実行委員会主
催）は８月11日、陸前豊里駅前の特設会場などで開か
れ、迫力ある演舞を見ようと多くの人が会場に足を運
び、にぎわいを見せました。
　イベントでは、豊里こども園の園児や、北海道からの
ゲストチームを含む、県内外の22チーム約400人が出
場。大きなかけ声とともに次々によさこいの演舞が披
露されると、会場は熱気に包まれ、観客からは拍手と歓
声が上がりました。よさこい以外にも、ダンスや和太鼓
の演奏が披露されたほか、夜には幻想的なねぷたが街
を練り歩き、会場を彩りました。

期成同盟会は、市内の民間事業者や関係団体など19団体で構
成。今後、県などに対して要望活動をしていく予定です。

　「みやぎ県北高速幹線道路建設促進登米市期成同盟
会」の設立総会が８月26日、市役所で開かれました。
　期成同盟会は、同路線の整備促進の要望活動を強化
し、地域活性化につなげることを目的に設立。現在、佐沼
北交差点から以北の約４ｋｍ区間は国道398号を利用し
ているほか、三陸沿岸道路への直接乗り入れについても
県で事業化されていない状況であることから、工事の早
期事業化についての要望を決議しました。会長に就任し
た熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は、「産業や観光を活性化させ、活力ある
地域づくりを進めていくために、整備の実現に向けて要
望していきたい」と決意を新たにしました。

登米総合産業高校の生徒が制作した動画が校舎に映し出される
と、来場者は小学校で過ごした日々に思いをはせました。

　「まいやリボーンフェスティバル2024」（まちづくり
Maiya no mirai主催）が８月13日、米谷小学校で開かれ
ました。
　フェスティバルでは、東和町出身で仙台市を中心に
活動しているバンド「寒

かん

椿
つばき

」の吉野裕
ゆう

毅
き

さんによる弾き
語りライブなどが催されました。主催者代表の菅野忍

しのぶ

さんは「本年度いっぱいで閉校を迎える米谷小学校で、
こどもたちにも地域の人たちにも心に残る思い出をつ
くりたいと思い開催しました。小学校での思い出を語
り合いながら、米谷の未来について考えるきっかけに
なってもらいたいです」と願いを込めました。
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　ダンススタジオ「G
ガ イ ダ ン ス

UIDANCE」の佐々木舞です。生ま
れは大阪で、親の転勤とともに東京へ。東京では、原宿の
スニーカーアパレル店で勤めたり、趣味でダンスをした
りしていました。そして結婚・出産の後、夫の地元、登米市
に９年前に移住しました。
　登米市に来たばかりの頃は車の免許がなかったので、
１歳の息子をベビーカーに乗せて真冬に散歩していたの
を覚えています。誰も知り合いがいなかったので、最初は
不安もありましたが、近所のおじいちゃん、おばあちゃん
が「東京から来た人かー？これいらねーか？」と声をかけ
てくれて、野菜をお裾分けしてもらいました。東京では、
見知らぬ人が親切にしてくれることなんてなかったので、
人の温かさを感じました。ここで子育てができて本当に
よかったと思っています。
　皆さんに伝えたいのは、「完璧じゃないものは魅

オ リ ジ ナ ル

力的」
ということ。個性をもっと大事に、そして認め合う気持ち
を、ダンスを通じて伝えていきたいと思っています。

小・中学校の同級生で、その頃は全然話
したこともなかったけど、就職した職場の同じ
部署に配属されて、そこで再会したの。

一緒に働くうちに、引かれ合ったんだ。

明るくて人を笑わせるのが好きだから、
年代を問わずいろんな人に慕われているよ。

気配りができて、笑顔がすてきなんだ。

二人で見た秋田竿
か ん

灯
と う

まつりのきれいさ
と迫力が忘れられないね。二人きりでの旅行は
あまりなかったから、よく覚えているよ。

体力的に遠出は難しくなったけど、同級
会のつながりで今でも遠方から私たちに会い
に来てくれる人や、電話をくれる人たちとの会
話が楽しみだから、これからも健康に気をつけ
て元気でいたいね。
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わが家のアイドル。
にいにたちと一緒に、
元気いっぱい成長して
いこうね。

笑顔がかわいい絃蓮
ちゃん。その笑顔にい
つも癒やされてるよ。
これからもすくすく元
気に育ってね。 

お姉ちゃんのまねをし
ていろいろなことに挑
戦しているね。その気
持ちでこれからもスク
スク頼みます。

とっても負けず嫌いで、
いつもお姉ちゃんを泣
かせる気の強い息子。
穏やかに育ってほしい
です。

　私の将来の夢は、保育士になることです。保育
士になろうと思ったのは、昨年、私の弟が生まれ
て面倒を見ているうちに「自分の弟だけじゃな
く、小さいこどもたちみんなのお世話をしたい」
「みんなに頼られる存在になりたい」と思ったの
がきっかけです。
　私が幼稚園の時、一人で絵を描いていたら、隣
に先生が来てくれて、私に寄り添ってくれまし
た。先生に話を聞いてもらって、すごく温かい気
持ちになったのを覚えています。だから、私も一
人一人に寄り添って、こどもたちの心を温かく
してあげられるような保育士になりたいと思っ
ています。
　これから学校生活を送る中で、今の自分にで
きることは、周りをよく見て行動したり、困って
いる人がいたら自分から声をかけたりすること
だと思います。夢をかなえるためには難しいこ
ともあるかもしれませんが、諦めずに頑張って
いきたいです。
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◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊌

㊋

㊌

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊊
（祝） ☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

☎

◉

☎

☎

■
　

薬
を
よ
り
安
全
に
使
う
た
め

に
、自
分
が
処
方
さ
れ
て
い
る
薬

の
記
録
を
つ
け
て
お
く
た
め
の

「
お
薬
手
帳
」を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
お
薬
手
帳
」を
持
つ
こ
と
で
、

普
段
使
用
し
て
い
る
薬
や
、薬
に

関
す
る
情
報
を
正
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
、薬
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
も
医
師
や
薬
剤
師
へ
正
確
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、お
薬
手
帳
は
診
察
や
薬

の
購
入
時
だ
け
で
な
く
、災
害
な

ど
の
緊
急
時
に
備
え
て
常
に
携
帯

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、医
療
機
関
や
薬
局
ご
と

に
手
帳
を
分
け
て
し
ま
う
と
、医

師
や
薬
剤
師
が
正
確
な
判
断
を
し

に
く
く
な
る
た
め
、１
冊
に
ま
と

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
、介
護
に
関
わ

る
人
な
ど
の
交
流
や
、相
談
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

迫
町
佐
沼
字
中
江
４
丁

目
12
番
地
12「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
」
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◉
　

み
ん
な
で
話
し
、体
を
動
か
し

て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
２
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

石
越
に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園

石
越

に
じ
い
ろ
こ
ど
も
園

☎
０
２
２
８（
２
４
）８
５
１
１

◉
　

妊
娠
、出
産
、育
児
の
こ
と
に
つ

い
て
、み
ん
な
で
話
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
８
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
児
童
館

南
方

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

◉
　

妊
娠
や
出
産
、育
児
に
つ
い
て
、

助
産
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

10
月
15
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

ま
ご
ま
ご
コ
ー
ス
同
時
開
催
。

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂（
実

技
）、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、孫
育

て

10
月
22
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

中
田
児
童
館

福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
課（
母
子
保

健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

◉
　

H
I
V
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
梅
毒
抗

体
検
査
、肝
炎（
B
型
・
C
型
）ウ
イ

ル
ス
検
査
、骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。

10
月
10
日（
木
）、24
日

（
木
）／
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
実
施
日
の
３
日
前
ま
で
の
完
全

予
約
制

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
疾
病
対
策
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
９

◉

10
月
２
日（
水
）家
族
教
室

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、個
別

相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

９
月
25
日（
水
）

◉

10
月
16
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

10
月
15
日（
火
）午
後

３
時

◉

10
月
28
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

10
月
21
日（
月
）

◉

月
〜
金
曜
日
／
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

※
水
・
金
曜
日
の
午
前
中
に
、保
健

師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

特
定
非
営
利
活
動

法
人
ぷ
れ
も

☎
０
９
０（
６
６
２
９
）９
７
４
９

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
は
、地
域
で
育
児
の
手

助
け
が
で
き
る
人
が
、手
助
け
を

必
要
と
す
る
人
を
援
助
す
る
活
動

で
す
。

■
　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
心
身
と

も
に
健
康
な
20
歳
以
上
の
人
で
、

市
が
主
催
す
る
協
力
会
員
講
習
会

を
受
講
し
た
人

■

10
月
16
日（
水
）、令
和
７

年
１
月
29
日（
水
）／
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
15
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）無

料各
講
習
会
の
５
日
前

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
いフ

ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

務
局

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）

※
い
ず
れ
も
託
児
不
可

石
巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８
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髙
倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

　

芸
術
文
化
振
興
と
地
域
の
活
性

化
の
た
め
、「
登
米
か
ら
み
ん
な
し

あ
わ
せ
コ
ン
サ
ー
ト
・
荒
川
知と

も

子こ

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。障
が
い
を
乗
り

越
え
活
動
を
続
け
る
リ
コ
ー
ダ
ー

奏
者
、荒
川
知
子
さ
ん
が
、家
族
の

絆
で
織
り
な
す
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で

す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

10
月
５
日（
土
）午
後
１
時

30
分（
午
後
１
時
開
場
）

本
覚
寺
本
堂（
登
米
町
）

中
学
生
以
上
２
千
円
、

小
学
生
千
円

登
米
か
ら
み
ん
な

し
あ
わ
せ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会（
秋
山
英
俊
）

☎
０
８
０（
２
８
４
０
）５
２
７
９

（
登
米
祝
祭
劇
場
）

一
般
３
０
０
円
、高
校

生
以
下
無
料

教
育
委
員
会
教
育

部
文
化
財
文
化
振
興
課（
文
化
財

文
化
振
興
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
３
２

　

髙
倉
勝
子
美
術
館
桜
小
路
開
館

15
周
年
を
記
念
し
て
、髙
倉
勝
子

が
手
掛
け
た
、墨
一
色
な
が
ら
大

迫
力
の
昇
龍
降
龍
八
面
の
襖
絵

（
レ
プ
リ
カ
）を
展
示
し
ま
す
。ぜ

ひ
、ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
４
日（
金
）〜
31
日

（
木
）

髙
倉
勝
子
美
術
館（
常
設

展
示
室
）

一
般
２
０
０
円
、高
校

生
１
５
０
円
、小
中
学
生
１
０
０

円

　

市
内
文
化
芸
術
団
体
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

10
月
５
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時
、６
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

☎

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一
つ
と

し
て
有
効
な
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぶ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
14
日（
月
・
祝
）午
後

１
時
30
分迫

公
民
館（
大
会
議
室
）

宮
城
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
・
千
葉
智ち

恵え

氏

中
学
生
以
上

無
料

佐
沼

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

（
迫
公
民
館
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

市
内
で
活
動
す
る
音
楽
団
体
な

ど
が「
秋
の
音
色
」を
お
届
け
し
ま

す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

10
月
14
日（
月
・
祝
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）大
ホ
ー
ル

無
料

教
育
委
員
会
中
田

教
育
事
務
所

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
２ 
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

☎

▼
ワ
ー
ド
➊
10
月
10
日

（
木
）、11
日（
金
）
➋
11
月
７
日

（
木
）、８
日（
金
）▼
エ
ク
セ
ル
➊

10
月
15
日（
火
）、16
日（
水
）
➋
11

月
12
日（
火
）、13
日（
水
）

▼
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
➊
10
月
17

日（
木
）、18
日（
金
）
➋
11
月
14
日

（
木
）、15
日（
金
）／
各
日
、午
後
１

時
30
分
〜
４
時

※
各
講
習
➊
、
➋
の
い
ず
れ
か
の

日
程
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
➊
、➋
と
も
同
じ
内
容
で
す

各
10
人（
先
着
順
）

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２
階

第
１
研
修
室
）

無
料９

月
20
日（
金
）〜
各

講
習
会
前
日

視
聴

覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

　

市
で
は
、農
業
委
員
に
欠
員
が

生
じ
た
た
め
、次
の
通
り
募
集
し

ま
す
。

農
地
の
売
買
・
貸
借
な
ど

に
よ
る
権
利
移
動
の
決
定
、農
地

転
用
許
可
の
た
め
の
審
議
や
会
議

出
席
な
ど

農
業
の
識
見
を
持
ち
、

農
業
委
員
会
の
所
掌
す
る
事
項
な

ど
に
つ
い
て
、適
切
に
職
務
を
遂

行
で
き
る
人

１
人

任
命
の
日
か
ら
令
和
８
年

７
月
23
日
ま
で

団
体
ま
た
は

農
業
者
等
３
人
以
上
の
連
名
に
よ

る
推
薦
、ま
た
は
自
ら
応
募
。規
定

様
式
に
必
要
書
類
を
添
え
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い９

月
24
日（
火
）〜
10

月
23
日（
水
）

月
額
４
万
６
千
円

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

農
業

委
員
会
事
務
局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　

大
会
を
支
え
る
走
路
係
、給
水

係
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す
。

12
月
１
日（
日
）午
前
７
時

〜
正
午

エ
ス
ビ
ー
食
品
と
よ
ま
蔵

ジ
ア
ム（
登
米
総
合
体
育
館
）

18
歳
以
上

11
月
１
日（
金
）

※
昼
食
と
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー

を
用
意
し
ま
す

※
以
前
の
大
会
で
従
事
し
、ス

タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
す
で
に
お

持
ち
の
人
は
持
参
く
だ
さ
い

カ
ッ

パ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
２
０（
５
３
）１
１
５
５

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し

た
基
礎
的
な
事
務
処
理
技
能
習
得

再
就
職
を
希
望
す
る
離

転
職
者

15
人

J
M
T
C
佐
沼
教
室

11
月
１
日（
金
）〜
令

和
７
年
１
月
31
日（
金
）

10
月
11
日（
金
）

10
月
18
日（
金
）

県
登
米
合
同
庁
舎

受
講
料
は
無
料
。テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
約
１
万
２
千
円

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
相

談
の
上
、入
学
願
書
を
提
出

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

あったかラグ
　 入荷しました‼※写真はイメージです

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ボ
ッ
チ
ャ
・

モ
ル
ッ
ク
な
ど
の
体
験
、健
康
づ

く
り
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

10
月
20
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

津
山
小
学
校

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

の
人（
要
事
前
申
込
）

※
申
し
込
み
は
、登
米
市
体
育
協

会
、市
内
各
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

登
米
市
体
育
協
会

（
中
田
総
合
体
育
館
内
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
３
０
２
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

市
消
防
署
で
は
、災
害
時
の
使

用
に
備
え
て
、消
火
栓
バ
ル
ブ
の

開
閉
状
況
や
防
火
水
槽
の
水
量
な

ど
、消
防
水
利
の
点
検
を
実
施
し

ま
す
。交
通
量
な
ど
に
は
十
分
注

意
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
１
日（
火
）〜
11
月
29

日（
金
）／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

消
防
本
部
警
防
課 

（
警
防
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　

介
護
な
ど
の
福
祉
関
係
事
業
者

か
ら
、個
別
で
仕
事
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
月
29
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

迫
公
民
館（
軽
運
動
場
）

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の

あ
る
人
や
就
職
希
望
者

無
料（
要
事
前
申
込
）ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
迫
職
業
相
談
部
門

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　

９
月
１
日
か
ら
、市
税
な
ど
の

納
付
に
つ
い
て
、利
用
可
能
ア
プ

リ
を
追
加
し
、「
楽
天
ペ
イ
」と

「
フ
ァ
ミ
ペ
イ
」に
よ
る
納
付
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
税（
個
人
市
県

　

国
民
年
金
の
左
記
の
手
続
き

は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用

し
て
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
国
民
年
金
被
保
険
者
の
資
格

取
得（
種
別
変
更
）の
届
出
▼
付

加
保
険
料
納
付（
辞
退
）申
出
▼

付
加
保
険
料
納
付
該
当（
非
該

当
）届
▼
国
民
年
金
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
申
請
▼
学
生
納

付
特
例
申
請
▼
産
前
産
後
免
除

該
当
届
▼
口
座
振
替
納
付（
変

更
）申
出
兼
還
付
金
振
込
方
法

（
変
更
）申
出
▼
口
座
振
替
辞
退

申
出

※
詳
細
は
、日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い【

】

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

（
加
入
・
免
除
に
関
す
る
こ
と
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課

（
年
金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車

税
、水
利
地
益
税
、国
民
健
康
保
険

税
）、介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、住
宅
使
用
料（
市
営

住
宅
、定
住
促
進
住
宅
）、学
校
給

食
費
、保
育
料（
保
育
所
、認
定
こ

ど
も
園
）、保
育
所
給
食
費
、放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
、預
か
り

保
育
料
、し
尿
処
理
手
数
料

※
奨
学
金
返
還
金
は
、ｄ
払
い
、ａ

ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、Ｊ
―
ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
が
利

用
で
き
ま
す

Ｐ
ａ
ｙ 

Ｐ

ａ
ｙ
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ｐ
ａ
ｙ
、ｄ
払

い
、ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、Ｊ
―
ｃ
ｏ
ｉ

ｎ
、楽
天
ペ
イ
、フ
ァ
ミ
ペ
イ

納
付
書
に
印
字
さ
れ

て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、利
用
す
る
ア
プ
リ
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

会
計
課（
出
納
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
５

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団「
ド
リ
ー

ム
☆
キ
ッ
ズ
」レ
ッ
ス
ン
体
験
会

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

10
月
20
日（
日
）午
前
10
時

30
分
〜
正
午

水
の
里
ホ
ー
ル・Abebisou

（
登
米
祝
祭
劇
場
）小
ホ
ー
ル

小
中
高
生（
令
和
７
年

４
月
に
入
学
の
児
童
も
可
）

無
料（
要
事
前
申
込
）水

の

里
ホ
ー
ル
・Abebisou

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１
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気
仙
沼
線「
前
谷
地
駅
〜
柳
津

駅
」間
で
、設
備
点
検
の
た
め
、一

部
列
車
が
運
休
と
な
り
ま
す
。代

行
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、朝

夕
の
列
車
ま
た
は
B
R
T
を
利
用

く
だ
さ
い
。10

月
22
日（
火
）〜
24
日

（
木
）

▼
下
り
＝
前

谷
地
午
前
10
時
59
分
発
〜
柳
津
11

時
21
分
着（
小
牛
田
〜
前
谷
地
駅

間
は
通
常
運
転
）、前
谷
地
午
後
１

時
発
〜
柳
津
１
時
22
分
着
▼
上
り

＝
柳
津
午
前
11
時
30
分
発
〜
前
谷

地
11
時
51
分
着
、柳
津
午
後
１
時

30
分
発
〜
前
谷
地
１
時
50
分
着

（
前
谷
地
〜
小
牛
田
駅
間
は
通
常

運
転
）

J
R
東
日
本
お
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
0（
2
0
1
6
）1
6
0
0

　

総
務
省
に
よ
る
7
0
0
Mメ

ガ
ヘ
ル
ツ

H
z

帯
の
周
波
数
再
編
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
が

使
用
し
て
い
た
周
波
数
が
、携
帯

電
話
に
よ
る
利
用
へ
移
行
し
ま

す
。基
地
局
の
開
設
に
伴
い
、10
月

17
日（
木
）か
ら
試
験
電
波
が
発
射

さ
れ
、市
内
の
一
部
地
域
で
テ
レ

ビ
の
受
信
に
影
響
が
出
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

影
響
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
世
帯
へ
は
、試
験
前
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
ま
す
。ま
た
、対
策
が
必

要
な
可
能
性
が
高
い
世
帯
に
は
、

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
員
証
を
携

行
し
た
工
事
作
業
者
が
直
接
家
庭

を
訪
問
し
、対
応
に
当
た
り
ま
す
。

　

対
策
に
か
か
る
費
用
は
全
て
同

協
会
が
負
担
し
ま
す
。詐
欺
行
為

や
悪
徳
商
法
な
ど
に
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
放
送
が
正
常
に
視
聴
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、不
審
な

訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

7
0
0
M
H
z

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

☎
0
1
2
0（
7
0
0
）0
1
2

☎
0
5
0（
3
7
8
6
）0
7
0
0

　

一
関
・
平
泉
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、一
関
水
辺
プ
ラ
ザ

を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。期

間
中
、風
向
き
に
よ
り
熱
気
球
が

登
米
市
内
の
水
田
な
ど
で
離
着
陸

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
11
日（
金
）〜
13
日

（
日
）

一
関
・
平
泉
バ

ル
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会（
一
関
市
商
工
労
働
部
観
光

物
産
課
）

☎
０
１
９
１（
２
１
）８
４
１
３

㊋
～ ㊏

◉

☎

㊋

◉

☎

㊏
◉

☎

㊐

◉

☎

㊏
～ ㊐

◉

▶ ㊐
▶ ㊏

㊐ ☎

㊍
～ ㊐

◉

☎

0220-23-8688下田中53番地8
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

会（
市
役
所
登
米
庁
舎
内
）

英
語
、中
国
語
、韓
国

語
、日
本
語

登
米
市
国
際
交
流

協
会

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
４
４

　

家
族
や
友
達
、仕
事
や
生
活
の

こ
と
な
ど
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

10
月
８
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
２
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

10
月
７
日（
月
）午
後

４
時

N
P
O
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
イ

☎
０
８
０（
９
２
５
６
）０
０
３
５

　

子
育
て
や
家
族
の
介
護
、不
妊

治
療
な
ど
の
事
情
で
離
職
し
た
女

性
の
再
就
職
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
で
す
。

専
門
の
女
性
相
談
員
に
よ
る
個
別

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、再
就
職
に

向
け
た
ス
キ
ル
や
心
構
え
を
習
得

す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
県
経
済
商
工
観

光
部
雇
用
対
策
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
７
７
１

▼
み
や
ぎ
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
・
リ

ス
タ
ー
ト
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
０
２
２（
７
２
２
）０
５
０
６

　

事
業
者
間
の
取
引
問
題
や
過
重

債
務
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

10
月
24
日（
木
）午
後
１
時

〜
４
時（
時
間
予
約
制
）

県
登
米
合
同
庁
舎（
２
０
２

会
議
室
）

10
月
17
日（
木
）み

や

ぎ
産
業
振
興
機
構

☎
０
１
２
０（
４
１
８
）６
１
８

　

賃
金
や
勤
務
時
間
な
ど
の
労
働

条
件
、解
雇
や
退
職
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

プ
類
や
低
速
車
マ
ー
ク
な
ど
の
取

り
付
け

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た「
理
容
店
」「
美
容
店
」「
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
」「
め
ん
類
飲
食
店
」で

は
、店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て

い
ま
す
。信
頼
で
き
る
お
店
選
び

の
目
安
と
な
り
、ま
た
、万
一
の
場

合
、事
故
賠
償
基
準
に
基
づ
い
た

補
償
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

宮
城
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
３
４
３
）８
７
６
３

　

農
繁
期
は
、農
耕
車
両
で
道
路

を
通
行
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。タ
イ
ヤ
か
ら
落
ち
た
土
は
、通

行
の
妨
げ
や
交
通
事
故
の
原
因
と

な
る
だ
け
で
な
く
、泥
や
土
の
塊

を
道
路
に
落
と
す
こ
と
は
、道
路

法
で
禁
止
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。や
む
を
得
ず
道
路
を

汚
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、速
や

か
に
清
掃
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５

　

県
内
に
お
け
る
過
去
10
年
の
農

作
業
死
亡
事
故
は
、農
業
機
械
作

業
に
係
る
事
故
が
全
体
の
約
８
割

を
占
め
、そ
の
う
ち
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
も
の
が
半
数
を
超
え
ま

す
。ま
た
、60
歳
以
上
の
死
亡
事
故

は
約
９
割
と
、高
い
割
合
と
な
っ

て
い
ま
す
。対
策
と
準
備
で
重
大

な
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
確
実
な
運
転
操
作
と
ブ
レ
ー
キ

連
結
の
確
認
▼
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ

レ
ー
ム
の
装
着
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
▼
ラ
ン

　

家
庭
内
問
題
や
近
隣
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、困
り
事
の
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

10
月
３
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分中

田
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
、米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、津
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

無
料

登
米
市
社
会
福
祉

協
議
会

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
３
１
０

　

登
米
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

市
内
に
暮
ら
す
外
国
人
の
皆
さ
ん

を
支
援
す
る
た
め
、相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。生
活
で
の
困

り
事
や
行
政
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
日
／
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

登
米
市
国
際
交
流
協
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☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

障
が
い
者
が
自
立
し
た
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、職
業

生
活
上
の
相
談
に
応
じ
、支
援
を

し
て
い
ま
す
。

10
月
22
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

無
料

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

及
川
毅つ

よ
し（
弁
護
士
）

無
料

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

登
記
全
般（
不
動
産
、会
社
、法

人
）、相
続
、遺
言
、成
年
後
見
、債

務
整
理
、裁
判
手
続
き
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

な
お
、３
年
以
内
の
相
続
登
記

の
申
請
が
本
年
４
月
か
ら
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。制
度
や
手
続
き
な

ど
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

10
日
12
日（
土
）午
前
９
時

〜
正
午

迫
公
民
館宮

城
県
司
法
書
士

会
登
米
支
部

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
５
９

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
の
相
談
に
、専
門
知
識
を
持

つ
支
援
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

➊
10
月
８
日（
火
）➋
22
日

（
火
）／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

➊
宝
江
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
➋
中
津
山
公
民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎ ☎ ☎ ☎

（令和６年８月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ６ Ｒ５ 増減数

人身事故
発生件数 55件 76件 ▲21件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 64人 88人 ▲24件

物損事故
発生件数 785件 822件 ▲37件

※Ｒ６年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

（令和６年８月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,697 9,284 9,729 19,013 （▲35）

登米 1,726 2,043 2,235 4,278 （▲21）

東和 2,205 2,668 2,697 5,365 （▲16）

中田 5,274 7,261 7,447 14,708 （10）

豊里 2,144 2,941 3,015 5,956 （▲15）

米山 2,807 3,997 4,086 8,083 （▲5）

石越 1,480 2,108 2,087 4,195 （▲20）

南方 2,723 3,845 4,029 7,874 （▲14）

津山 1,109 1,338 1,480 2,818 （4）

合計 27,165 35,485 36,805 72,290 （▲112）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　

ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
７
月
受
納
）

●
株
式
会
社
大
伸
建
設
様
／
中
田

児
童
館
用
・
川
砂

※
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
は
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

ま
た
、労
働
問
題
に
関
す
る
制

度
の
基
本
的
な
説
明
や
、内
容
に

即
し
た
関
係
機
関
の
案
内
、県
労

働
委
員
会
の「
個
別
労
使
紛
争
の

あ
っ
せ
ん
」を
紹
介
し
ま
す
。

県
労
働
相
談
窓
口

（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
２
２（
２
１
４
）１
４
５
０

平
日
／
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

宮
城
県
労
働
委
員

会
事
務
局

☎
０
２
２（
２
１
１
）３
７
８
７

10
月
25
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１



（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://plus.sugumail.com/usr/tome/home

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

編

集

後

記

▼
今
年
も
た
く
さ
ん
の
お
祭
り

が
地
域
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

取
材
に
訪
れ
、カ
メ
ラ
越
し
に

見
る
祭
り
の
風
景
は
、ど
こ
を

切
り
取
っ
て
も
、と
び
き
り
の

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
祭
り
は
地
域
の
絆
を
深
め
る

大
事
な
行
事
だ
と
い
う
こ
と
を

再
認
識
。運
営
に
尽
力
さ
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
、本
当
に
お
つ

か
れ
さ
ま
で
し
た
。（
添
田
）

▼
栗
原
市
で
開
催
さ
れ
た
広
報

研
修
会
に
参
加
。出
席
し
た
広

報
担
当
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。企
画
・
運
営
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。私
は
広
報

を
担
当
し
て
通
算
４
年
目
と
な

り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
力
不
足

だ
と
痛
感
。も
っ
と
精
進
し
な

い
と（
汗
）。（
高
橋
）

▼
本
市
で
は「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」の
実
現
を
目
指
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。今
月
号
か
ら
始
ま
っ

た「
環
境
事
業
所
だ
よ
り
」（
11

ペ
ー
ジ
）で
は
、皆
さ
ん
の
生
活

に
役
立
つ
情
報
や
、実
践
で
き

る
環
境
活
動
な
ど
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。ぜ
ひ
、チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。（
渡
邊
）

　ボランティアひまわりの会は、地域の音楽愛好
家が集まる機会があったことをきっかけに2005
年に発足。当時のメンバーの親族に障がいのある
人がいたことから、在宅で暮らす障がい者やその
家族は思い通りに外出することが難しく、生の音
楽に触れる機会がほとんどないことを知った。「そ
のような人たちも音楽を楽しめる場を作りたい」
という思いが生まれ、同じ志を持った仲間たちが、
ボランティア活動として和太鼓の演奏や歌を披露
するようになった。
　同会が主催するチャリティーショー「歌と踊り
の祭典」では、自分たちの演奏に加えて、イベント
の趣旨に賛同した個人や団体による歌や踊りの
他、ゲストによる本格的なステージが披露される。

ショーは、障がい者とその家族の入場料は無料。売
り上げを社会福祉協議会へ寄付することで、音楽
による心の支援と、地域福祉の向上による二重の
支援を目指す。開催するたびに来場者から寄せら
れる「楽しかった」「来てよかった」という声が、イ
ベント開催の原動力になっている。
　「仲間や協力者とのつながりのおかげで、ここま
で続けることができた。本当にありがたく思って
いる」と、代表の及川圭

けい

助
すけ

さんは目を細める。「ひま
わりの会」という名前は、音楽の力でひまわりのよ
うな明るい笑顔を咲かせたい、という思いから付
けた名だ。聴く人を元気づけ、気持ちを鼓舞するよ
うな、和太鼓の豊かな音と力強いリズムは、これか
らも響き続ける。

音楽で笑顔の花を咲かせよう

☎


	01　広報とめ10月号（表紙）
	02-07　広報とめ10月号（特集）_2
	02-07　広報とめ10月号（特集）_3
	02-07　広報とめ10月号（特集）_4
	02-07　広報とめ10月号（特集）_5
	02-07　広報とめ10月号（特集）_6
	02-07　広報とめ10月号（特集）_7
	広報とめ10月号（お知らせ）_8
	広報とめ10月号（お知らせ）_9
	広報とめ10月号（お知らせ）_10
	広報とめ10月号（お知らせ）_11
	広報とめ10月号（ホットライン）合体済み_12
	広報とめ10月号（ホットライン）合体済み_13
	14-15　広報とめ10月号（市民の広場）_14
	14-15　広報とめ10月号（市民の広場）_15
	16-17　広報とめ10月号（健康）_16
	16-17　広報とめ10月号（健康）_17
	広報とめ10月号（お知らせ）_18
	広報とめ10月号（お知らせ）_19
	広報とめ10月号（お知らせ）_20
	広報とめ10月号（お知らせ）_21
	広報とめ10月号（お知らせ）_22
	広報とめ10月号（お知らせ）_23
	24　広報とめ10月号（背表紙）



